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（審議内容の一部を掲載しました）

設
置
後
の
講
習
会
は
行
な
う
か
。
対
象
者
は
。

一
般
参
加
は
可
能
か

遠
隔
制
御
機
は
有
線
回
線
の
み
か
。
無
線
回
線
は

　
　

有
線
回
線
で
行
な
う
よ
う
国
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
無
線

回
線
で
の
制
御
に
つ
い
て
業
者
と
協
議
し
た
が
、
無
線
回
線
は
現

時
点
で
は
使
え
な
い
と
い
う
回
答
で
あ
る
。

Ａ
　
　

4
月
以
降
に
行
な
う
予
定
で
あ
る
。
今
考
え
て
い
る
対
象
者

は
区
の
役
員
だ
が
、
対
象
者
の
範
囲
に
つ
い
て
は
今
後
課
内
で
検

討
す
る
。

Ａ

　
　

現
在
特
別
支
援
学
級
で
使
用
し
て
い
る
教
室
を
通
常
の
教
室

仕
様
に
す
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
機
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
大
き
な
改

修
に
は
な
ら
な
い
。

　

併
せ
て
相
談
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
部
屋
を
教
室
に
改
修
し
、

ロ
ッ
カ
ー
や
黒
板
、
暖
房
器
具
の
設
置
等
が
必
要
に
な
る
が
、
補

正
額
で
対
応
で
き
る
。

Ａ
北
小
学
校
改
修
工
事
は
補
正
の
金
額
で
教
室
の

増
設
が
で
き
る
の
か

個
別
受
信
機
の
貸
与
基
準
は

　
　

基
本
は
聴
覚
障
害
者
の
高
齢
者
世
帯
・
単
身
者
世
帯
と
、
ろ

う
あ
者
の
夫
婦
な
ど
音
に
よ
る
情
報
が
伝
わ
ら
な
い
方
を
対
象
に

と
考
え
て
い
る
。
基
準
は
こ
れ
か
ら
定
め
て
い
く
。

Ａ
工
事
の
進
捗
状
況
は
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ア

ン
テ
ナ
設
置
は
可
能
か

　
　

11
月
末
現
在
60
％
で
あ
る
。
12
月
5
日
に
建
柱
作
業
は
全
て

終
了
し
た
。
一
部
ス
ピ
ー
カ
ー
取
り
付
け
も
始
ま
っ
て
い
る
。
1

月
17
日
以
降
、
親
局
の
設
置
工
事
も
行
な
う
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

の
ア
ン
テ
ナ
設
置
は
基
本
的
に
で
き
な
い
。

Ａ

　
　

今
試
算
し
て
い
る
が
、
被
保
険
者
は
増
加
し
、
介
護
認
定
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
大
幅
な
増
加
は
な
い
と
想
定
す
る
。
確

定
は
し
て
い
な
い
が
５
千
円
以
上
に
は
な
ら
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

Ａ
来
年
度
の
介
護
保
険
料
は

防災無線親機

４月より運用開始、防災無線
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町民建設経済

桜
並
木
通
り
は
桜
を
切
り
、
安
全
な
道
路
に
す
る

方
針
で
工
事
が
始
ま
っ
た
が
、
反
対
運
動
が
あ
っ

て
も
今
の
ま
ま
進
め
る
の
か

　
　

工
事
変
更
予
定
は
な
い
。
桜
の
木
に
つ
い
て
は
軽
井
沢
の
団

体
よ
り
話
が
あ
り
、
移
植
に
耐
え
う
る
10
本
に
つ
い
て
無
償
譲
渡

し
、
軽
井
沢
の
団
体
経
費
で
移
植
す
る
話
が
で
き
て
い
る
。
今
年

は
5
本
移
植
し
、
来
年
も
5
本
移
植
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
の
桜
の
木
に
つ
い
て
は
来
年
以
降
も
コ
カ
リ
ナ
で
活

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
一
般
廃
棄
物
処
理
委
託
料
390
万
円
の
増
額
は
可

燃
ご
み
が
増
え
て
い
る
せ
い
か
、
ま
た
当
初
予

算
で
の
残
さ
見
込
み
は
何
％
だ
っ
た
か

　
　

当
初
1
千
295
ト
ン
見
込
ん
で
い
た
が
、
9
月
ま
で
の
半
年
の

経
過
や
過
去
5
年
間
を
見
る
中
で
、
今
年
度
可
燃
ご
み
の
増
加
が

60
ト
ン
程
見
込
ま
れ
る
。

　

残
さ
は
、
可
燃
ご
み
の
処
理
量
に
対
し
て
当
初
13
％
で
見
込
ん

で
い
た
が
、
今
年
度
は
15
％
で
2
％
多
く
な
る
。

Ａ

桜並木通り
（雪窓向原線）

緊
急
雇
用
創
出
事
業
37
事
業
中
5
事
業
が
対
象
外

で
減
額
と
あ
る
が
、
事
業
内
容
と
減
額
の
理
由
は

　
　

交
通
量
調
査
業
務
・
道
路
環
境
美
化
業
務
・
公
園
美
化
業
務
・

河
川
等
環
境
美
化
業
務
・
エ
コ
ー
ル
植
栽
管
理
業
務
の
5
事
業
で

現
在
も
行
な
っ
て
い
る
。
当
初
県
の
補
助
事
業
に
な
り
そ
う
な
の

で
申
請
し
た
が
、
不
採
択
に
な
っ
た
の
で
一
般
財
源
に
変
更
す
る

も
の
で
あ
る
。

Ａ

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
は
私
債
権
と
は

別
の
扱
い
だ
が
、
ど
う
い
う
く
く
り
に
な
る
の
か

　
　

下
水
道
使
用
料
は
税
金
と
同
じ
公
債
権
で
あ
り
、
強
制
執
行

に
よ
り
差
し
押
さ
え
が
で
き
る
債
権
に
な
っ
て
い
る
。

Ａ 現
在
町
で
考
え
ら
れ
る
私
債
権
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か

　
　

水
道
料
金
・
駐
車
場
使
用
料
・
町
営
住
宅
の
使
用
料
と
教
育

委
員
会
で
行
な
っ
て
い
る
奨
学
金
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

Ａ

桜並木通り（雪窓向原線）は計画どおり進める

11

（
私
債
権
管
理
条
例
）
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